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第 1号 (20掴年 10月)
けでなく､競争力のある多角的で高付加価値な製品､
サービス､テクノロジーの生産 ｡輸出国にすることで
ある｡
主要な経済改革としては､まず規制緩和が挙げられ
る｡例えば､高率関税の引き下げや非関税障壁の削減､
為替レートの自由化､金融自由化､公企業の民営化が
ある｡また､オーストラリアは､これまで比較的独立
が保たれていた州経済制度について､連邦政府への部
分的な統合を実施し､経済力の強化を図っている｡
3.歴史と現在 ～アジアとアメリカの狭間で～
以上のように､オーストラリアでもシンガポールや
香港といった旧イギリス植民地と同じように､グロー
バル化に伴う規制緩和によって様々な変化が生じてき
た｡
例えば､オーストラリアの銀行は､過去 10年間で
デリバティブ業務を3倍に増やした｡今日､Managed
funds分野では世界4位になった｡オーストラリア｡
ドルは､6番目に多く取引されている貨幣であるし､
金融業はオ-ストラリアの総生産額の8%(アメリカ､
イギリス､日本より多い)を占め､インターネット･
バンキングでは世界のトップに近いOオーストラリア
経済は､単純な第一次産業中心のいわゆる ｢バナナ共
和国｣とは非常に異なっているのである｡
また､オーストラリアは､APEC創設期からの加盟
国であることからわかるように､アジアとより深く経
済的に融合したいと願っている｡日本とは 1945年以
降､様々な分野で交流があり､中国やインドネシアと
は､近年､経済および軍事的な関係を深めている｡ま
た､シンガポールやタイとFTAを締結し､ますますア
ジア各国との関係を強化しつつある｡しかし､その一
方で､アメリカともFTAを結び､さらに同国の南太平
洋の ｢保安官代理｣のような活動をし､積極的にイラ
ク戦争に参加した｡特にバリ島爆発事件で､88人以上
のオーストラリア人犠牲者を出す結果となったことか
ら､アメリカを中心とした ｢反テロ戦争｣のメンバー
の一員になってしまった｡
では､日本とオ-ストラリアは､これまでにどのよ
うな交流があったのだろうか｡
私にとっては､戦後､長く経済交流してきた両国が､
社会 ･文化的な面ではまだ互いに単純なレベルでの理
解しかないということが不思議でならないO最近､変
化がみられるものの､オーストラリア人の日本に対す
るイメージは､依然として ｢高い物価｣｢トヨタ｣｢電
気製品｣｢アニメ｣｢狭い住居｣である｡また､日本人
の多くは ｢禅仏教のお坊さん｣か ｢過労死に近いサラ
リーマン｣と考えている一部の人々もいるくらいだが､
今のオーストラリア人は全体的に日本に対して良いイ
メージを持っている｡しかしながら､古い世代のなか
にはまだ苦い記憶を持っている人がいる｡それは､第
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二次世界大戦にまつわる暗い歴史があるからである｡
オーストラリアは､第一次世界大戦では国土侵略は
なく､世界戦争とは縁遠い南半球の国だった｡しかし､
1942年､日本のアジアに対する軍事展開がはじまると､
オーストラリアは侵略を恐れ､それまでの戦略を転換
した｡それは､保護領以来の歴史的な関係を持つイギ
リスとの同盟を重視する戦略からの方向転換であった｡
当時､イギリスは､欧州での戦闘に主眼を置いており､
欧州勢力としてアジア各国に出兵していたオーストラ
リアに対する関心は薄かった｡そのためオ-ストラリ
アは､アジアにおける対日戦で次第に被害を拡大させ
る結果となった｡例えば､シンガポールでは､1万 5
千人のオーストラリア人兵士が戦争捕虜として捕えら
れ､その半分以上がビルマ鉄道や捕虜収容所で亡くな
っている｡また､ダーウィンでは空襲に遭うなどし､
オーストラリア本土も危険にさらされたOこうしたこ
とからオ-ストラリアは､日本軍のラバウル ｡シンガ
ポール攻略の際､アジア各国から軍隊を撤退させ､イ
ギリスではなくアメリカへ援護を訴えた｡アメリカは､
1942年､サンゴ海戦闘で日本軍のオーストラリア侵略
を阻止し､オ-ストラリアは救われた｡こうして､ア
メリカは､オ-ストラリアの政治的 ･戦略的思想に感
謝の念を徐々に植え付けていくことになったo1951
年の ANZUS(豪 ･ニュージーランド･米)安全保障
条約は､この歴史的事実に端を発しているといえる｡
以上のようにオーストラリアは､歴史的に形成され
てきたアジアとの連繋と､アメリカとの安全保障を背
景に､経済的にも軍事的にも南半球の主要国として重
要な立場にたちつつあるOしかし､一方で労働力の面
で問題もかかえている｡2千万人の労働人口は､アジ
ア地域内の他の国に比べて圧倒的に少なく地域内で競
争力をもっていない｡
4.まとめ ～問題意識と研究方向～
私は､ここまでオ-ストラリアについて様々な紹介
をした｡限りある紙幅では説明が足りないところがあ
ったと思うが､以下では､今回紹介した内容とその背
景をふまえて､これからのオーストラリアが社会的 ･
経済的 ･外交的にどのような道をとれば良いかについ
て､私なりに考えてみたい｡
1996年から政権を担当している保守派首相ジョ
ンリ＼ワード氏は､外交的にはオーストラリアを危険
な方向に導いた｡ハワード内閣は､国連の重要性やア
ジア諸国との友好関係よりもアメリカ ･イギリスとの
関係に力を入れ､特に ｢反テロ戦争｣ では､オースト
ラリア国民は自国の主権や自立性を損ない､キーティ
ング前首相が培ってきたアジアでの信頼や交流といっ
た関係を失いつつある｡これは日豪関係にも影響して
いる｡
今回の紹介からもわかるように､オーストラリアの
経済 ･外交的な基盤とそれに基づく未来は､明らかに
欧米ではなくアジアにあるといえる｡確かに､現在の
経済発展についてみれば､ハワード政権は評価できる.
しかし､今後のオーストラリアを考えたとき､政府は､
積極的にアジア社会に参加し貢献していく必要がある
と思う｡
これと共に､亡命要求者や難民に対する規制を緩和
し､開かれた移民制度をとる必要がある｡オーストラ
リアには､多くの移民を受け入れてきた歴史があり､
実際の社会も様々な国を故郷に持つ人々で構成されて
いる｡こうした現実をみるならば､政府は､人道主義
的な政策を選択するべきであろう｡
私のようなアジアと交流を持つオ-ストラリア人は､
オ-ストラリアの外交政策が､アジアからイギリス 8
アメリカに戻ったことに非常に不満を持っている｡そ
れは､1980-90年代の前半までの良好な対アジア関
係を壊し､オーストラリアの将来にとって重要と思わ
れるアジアとの経済 ｡文化の平和的な融合に対する可
能性を消してしまうからである｡
私は､上記のような問題意識のもとに､オセアニア
の将来について勉強したいからこそ､京大で地域経済
を研究しようと考えているO特に､オーストラリアの
新しい市場への進出や､日本経済の構造変化による日
豪関係への影響を調べ､これらが日豪関係の将来にど
のような意味があるのかについて研究したいと思う｡
そのためには､日豪間のエネルギ←資源貿易について
焦点をあて､近年アジア地域で成長が著しい中国経済
の影響を受けるのかどうかを検討したい｡具体的には､
石炭､ウランや天然ガスなどの燃料を取り上げる予定
である｡
(京都大学大学院経済学研究科)
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